
                  2022 年度 ( 令和 4 年度 )                   

【 第 7 回 Challenge League 】＆【 第 5 回 Growing League 】 
   

実施要項  
 

1. 目    的： 

次世代を担う少年にサッカー交流を通して、サッカーへの興味・関心を深め 

サッカーの技術・理解を向上させると同時に、心身の健全育成、リスペクトの精神を養い 

たくましい人間の育成を目指す。また、少年団活動の充実を図る。 

 

2. 顧    問 ： 鵜納 眞洋 (南浦和サッカー少年団) 

 

3. 代   表 ： 永井 伊佐夫 (上木崎サッカー少年団) 

 

4. 事 務 局 ： 新實 泰 (南浦和サッカー少年団) 

 

5. 幹    事 ： 参加団体全団 

 

6. 参 加 費 ： なし (必要に応じて、適宜徴収することとする) 

 

7. 期    間 ： 2022 年 4 月 1 日 ～ 2022 年 10 月 末日まで (進行状況を考慮のうえ別途検討) 

 

8. 会    場 ： 各チームが提供するグラウンド、各小学校グラウンド、他 

 

9. 参加資格 ： 

① サッカー協会加盟団体であること。 

② スポーツ安全傷害保険に加入していること。 

③ チャレンジリーグ ： 小学校 4 年生以下で構成されたチーム(小学校 5 年生の女子選手：参加可能) 

④ グローイングリーグ ： 小学校 3 年生以下で構成されたチーム(小学校 4 年生の女子選手：参加可能) 

 

10. 競技方法 ： 

① 日本サッカー協会協議規定に準じる。 

② リーグ戦方式で行う。 

③ 試合時間は【 15 分 – 5 分 – 15 分 】とし、状況に応じて給水タイムを取る。 

④ 試合は【 8 人制 】で行う。 

⑤ 選手の交代は自由とし、その試合において何度でも交代して出られる。 

⑥ 試合球は公認 4 号球とし、各チームの持ち寄りとする。 

 

11. 審    判 ： 

① 審判は 2 人審判制( 主審： 2 人 )で、試合当該チームが行う。 

② 主審は 4 級審判資格取得者とする。資格取得者であれば、父兄でも可能とする。 

③ 審判服は、上着だけ着用する。 

④ 審判用ビブスの着用でも対応可能とする。 

⑤ その他、記載の無い事項については、試合当日に当該チームで協議のうえ決定する。 

 

12. 試合結果報告 ： 

① 試合実施後は、速やかに事務局へ試合結果を報告する。 

② 開催会場の責任チームがまとめて事務局へ試合結果を報告する。 

③ 事務局がリーグ戦績一覧表を作成のうえ、全体の結果を報告する。 



 

13. 順位決定 ： 

① 勝点の多い順  【 勝点： 勝＝3 点 ／ 引分け＝1 点 ／ 負＝0 点 】 

② 得失点差 

③ 総得点 

④ 対戦相手 

⑤ 抽選 

 

14. 閉会式・表彰式 ：  

① 実施日：別途検討のうえ、決定する。 

・ 全チームが全試合日程を終了後に実施する。 

・ 全チーム参加を前提に検討するが、どうしても難しい場合は臨機応変に対応する。 

② 実施場所 ： 別途検討のうえ、決定する。 

③ 表   彰  ： 各リーグ実施 

・ 1 位、2 位、3 位 ： トロフィーを贈呈する。 

・ 4 位 以下 ： 敢闘賞を贈呈する。 

④ 費   用 ： 

・ 3000 円／各チーム負担のうえ贈呈品を準備する。 

 

15. そ の 他 ： 

① 試合中の事故については、各チームの責任において処理することとする。 

② スパイクは、各グラウンド規則に従うこととする。 

③ その他、記載のない事項については、会議にて協議のうえ、決定することとする。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Challenge League Growing League 


